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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　疎水性に化工されたデンプンを含む塗膜を有する、耐油および耐グリース性の紙製品で
あって、ベースの流動性デンプンが７７．５ｇ／ｃｍ2（５００ｇ／ｉｎ2）を超えるゲル
強度を有し、前記化工されたデンプンは、式
【化１】

を有し、式中、Ｓｔは４０％未満のアミロース含量を有するデンプンであり、Ｒはジメチ
レンまたはトリメチレンであり、Ｒ’は６～１８個の炭素原子の炭化水素基であり、Ｙは
Ｈ、アルカリ金属、アルカリ土類金属、またはアンモニウムであり、デンプンの乾燥質量
を基準にして１～５質量％の基
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【化２】

が前記デンプンに結合しており、前記乾燥デンプンが２～３質量％の結合したＲ’基を含
有している、紙製品。
【請求項２】
　前記Ｓｔが４０％未満のアミロース含量を有するジャガイモデンプン、タピオカデンプ
ンまたはサゴデンプンであり、前記Ｒ’が６～１８個の炭素原子のアルキルまたはアルケ
ニル基である、請求項１に記載の紙製品。
【請求項３】
　すぐれたバリヤー特性を有する塗布された紙製品の製造方法であって、
　ａ）疎水性に化工されたデンプンを含み、全固形分が２～２５質量％の水溶液の状態に
あり、ベースの流動性デンプンが７７．５ｇ／ｃｍ2（５００ｇ／ｉｎ2）を超えるゲル強
度を有し、前記化工されたデンプンは、式

【化３】

を有し、式中、Ｓｔは４０％未満のアミロース含量を有するデンプンであり、Ｒはジメチ
レンまたはトリメチレンであり、Ｒ’は６～１８個の炭素原子の炭化水素基であり、Ｙが
Ｈ、アルカリ金属、アルカリ土類金属、またはアンモニウムである、塗布用組成物を提供
すること、
　ｂ）紙支持体に前記塗布用組成物を塗布すること、および
　ｃ）前記塗布された支持体を乾燥すること、
を含む、方法。
【請求項４】
　前記Ｓｔが４０％未満のアミロース含量を有するジャガイモデンプン、タピオカデンプ
ンまたはサゴデンプンであり、前記Ｒ’が６～１８個の炭素原子のアルキルまたはアルケ
ニル基である、請求項３に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、紙製品に耐油および耐グリース性のバリヤーを付与する紙の表面処理法および
そのような紙製品の処理用組成物に関する。特に本発明は、塗布剤、より具体的には耐油
および耐グリース性の塗布剤で処理した紙製品に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
紙の塗布および表面のサイジングは、紙にバリヤー特性およびその他の所望する有益な属
性を与えるために製紙業界において伝統的に用いられている。塗布用組成物により紙に与
えられる特性には、空気に対する気孔率の低減、耐水性、耐油および耐グリース性、高い
表面強度、ならびに紙への印刷の品質および容易性に影響を与える性質がある。
【０００３】
当業界ではさまざまな材料および組成物が、紙の表面を塗布するために用いられてきた。
デンプンおよびポリビニルアルコールが、いろいろな塗布用組成物の成分として用いられ
てきた。米国特許第４，２７８，５８３号、米国特許第４，８３７，０８７号、および米
国特許第５，２９２，７８１号には、紙塗布用組成物のバインダーとしてのデンプンとポ
リビニルアルコールの使用について記述されている。ポリビニルアルコールの使用につい
ては特許文献に資料として残っているが、その使用には機械の作業性、粘着性、および好
ましくないレオロジー性を含む多くの欠点がある。これについてはまた米国特許第５，８
４９，１２８号を参照されたい。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
紙に耐油および耐グリース性を付与するために業務用に広く用いられている塗布用組成物
はフッ素系化学薬品を含有する。このような塗布用組成物はかなり効果的だが、これらは
環境に優しくなく、さまざまな健康および安全上の問題を起こす。
【０００５】
したがって当業界には、耐油および耐グリース性の紙、特に環境および消費者にとって安
全な食品包装に用いられる紙製品の生産に使用するための塗布用組成物に対するニーズが
ある。
本発明は、食品グレードの成分をもとに配合され、環境に優しくしかも消費者にも安全な
耐油および耐グリース性の紙塗布用組成物を提供することによりこのニーズを満たす。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、すぐれたバリヤー特性を提供する紙塗布用組成物に関する。本発明の紙塗布用
組成物は、デンプンベース原料が約４０質量％未満のアミロース含量の天然のデンプンで
あり、そのデンプンが６～１８個の炭素原子の炭化水素基で化工されている（ｍｏｄｉｆ
ｉｅｄ）疎水性に化工した非－高アミロースデンプンを含む。
【０００７】
　本発明の一態様は、ベースの流動性デンプンが約７７．５ｇ／ｃｍ2（５００ｇ／ｉｎ2

）を超えるゲル強度を有する、アミロース含量が約４０質量％未満の疎水性に化工したデ
ンプンを含む塗膜を有する耐油および耐グリース性の紙製品に関する。
【０００８】
本発明の紙製品は、好ましくは式
【化４】

（式中、Ｓｔは約４０％未満のアミロース含量を有するデンプン、Ｒはジメチレンまたは



(4) JP 5015388 B2 2012.8.29

10

20

30

40

トリメチレン、Ｒ’は６～１８個の炭素原子の炭化水素基、ＹはＨ、アルカリ金属、アル
カリ土類金属、またはアンモニウムである）を有する化工したデンプンを含有する塗布剤
を含む。
好ましい態様において紙製品は食品容器である。
【０００９】
　本発明のさらに別の態様は、ａ）化工前の流動性デンプンが約７７．５ｇ／ｃｍ2（５
００ｇ／ｉｎ2）を超えるゲル強度を有する、アミロース含量が約４０質量％未満の疎水
性に化工したデンプンを含む塗布用組成物を提供すること、ｂ）紙支持体にその塗布用組
成物を塗布すること、およびｃ）塗布された支持体を乾燥して水分を除去し、塗布された
紙製品を提供すること、を含む、すぐれたバリヤー特性を有する塗布された紙製品を製造
する方法に関する。
【００１０】
本発明の実施において用いられる好ましい塗布剤は、全固形分が約２～約２５質量％の水
溶液である。
本明細書で引用した全ての参照文献は、そのまま参照により組み込まれる。
【００１１】
用語「塗布」は、紙に塗布された任意の表面処理を意味する。「バリヤー」特性は、空気
、油、グリースなどさまざまな材料に対する紙の耐性の向上と、また高い表面強度とを意
味する。本発明の組成物は、紙製品に塗布した場合に油およびグリース様の材料に対する
特にすぐれたバリヤーをもたらす、疎水性に化工した高いゲル強度のデンプンを含む紙の
表面処理を提供する。
【００１２】
本明細書において紙製品は、その少なくとも一部が本発明に従って塗布された紙を含んで
いる、製造された任意の品物として定義される。紙製品は全体が紙でできていても、また
は一部が紙でできていてもよい。本発明は、単層または多層のいずれか、例えば紙の積層
品、プラスチック／紙の積層品から作られた紙製品を包含する。塗布剤は片面または両面
に塗布されてもよく、積層される面に塗布されてもよい。塗布剤は食品グレードの成分で
できているので、食品を受け入れるように設計された紙製品は、所望により食品と直接触
れることになる面に塗布することもできる。
【００１３】
本発明の組成物で処理される紙製品、または本発明に従って処理された紙で作られる紙製
品には、洗濯石鹸の箱、織物の乾燥剤用シート容器、工業用の覆い、および食品容器があ
るがこれには限定されない。本発明の組成物は食品等級の成分をもとに配合されるので、
好ましい態様は食品容器であることになる。本明細書において食品容器は、任意の包み紙
、袋、箱、カップ、またはそれが熱くても冷たくても、湿っていても乾いていても食品を
覆い、保持し、もしくは収容することができるその他の紙製品を含むものとして定義され
る。実施例にはハンバーガーの包み紙、キャンディの包み紙、ピザおよびシリアルの箱、
ならびにポテトチップ、ピーナッツおよびペットフード用の袋があるがこれには限定され
ない。
【００１４】
本発明の塗布用組成物は、疎水性に化工した非－高アミロースデンプンを含む。デンプン
は少なくとも６個の炭素原子、好ましくは６～１８個の炭素原子、より好ましくは８～１
２個の炭素原子の炭化水素基で疎水性に化工される。この疎水性に化工されたデンプンは
、デンプンと有機酸無水物試薬を反応させることにより製造することができ、式
【化５】
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（式中、Ｓｔは非－高アミロースデンプンをベースとする材料、Ｒはジメチレンまたはト
リメチレン基、Ｒ’は６～１８個の炭素原子の炭化水素基、ＹはＨ、アルカリ金属、アル
カリ土類金属、またはアンモニウムである）を有する。炭化水素または疎水性の置換基Ｒ
’は、アルキル、アルケニル、アリール、アラルキル、またはアラルケニルでもよく、好
ましくはアルキルまたはアルケニル、より好ましくはアルケニルである。
【００１５】
好ましい有機酸無水物には、オクテニルコハク酸無水物、ドデセニルコハク酸無水物、お
よびヘキサデセニルコハク酸無水物がある。オクテニルコハク酸無水物（ＯＳＡ）化工デ
ンプン、例えばＯＳＡ化工タピオカは好ましい一態様であり、本明細書に例示されている
がこれには限定されない。
【００１６】
デンプンと結合する誘導体基、すなわち
【化６】

の量は、乾燥したデンプン質量に基づいて約１～１０質量％、好ましくは約２～３質量％
である。
【００１７】
デンプンは２つのフラクションからなり、一方の分子配列は大部分が線状であり、他方は
高度に分枝していることはよく知られている。デンプンの線状フラクションはアミロース
、分枝したフラクションはアミロペクチンとして知られている。異なる供給源、例えばジ
ャガイモ、トウモロコシ、タピオカ、サゴ、コメなど由来のデンプンは、アミロースおよ
びアミロペクチン成分の異なる相対比率により特徴づけられる。ある植物種は古典的ハイ
ブリッド育種により遺伝子工学的に作り変えられまたは変性されてきており、一方のフラ
クションの数量がもう一方に対して大きいことにより特徴づけられる。
【００１８】
　本発明において出発ベース原料として用いられるデンプン材料は非－高アミロースデン
プン、すなわち約４０質量％未満のアミロースを含有するものであることになる。「ベー
ス」デンプンとは原料のまままたは天然のデンプン、すなわち植物源から得られるデンプ
ンを意味する。このようなベースデンプンには加工していないデンプン、さらに遺伝的に
改変したデンプンまたはハイブリッドデンプンが含まれる。本発明の実施に用いることが
できる好適なデンプンは約４０％未満のアミロース含量を有する任意のデンプンであり、
特に好ましいデンプンはアミロース含量が約１５％～約３０％である。これに加えてベー
スデンプンは、少なくとも約７７．５ｇ／ｃｍ2（５００ｇ／ｉｎ2）（ゲルを破壊するの
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に必要な質量）のピークゲル強度（最大ゲル強度を示す）を有するべきである。
【００１９】
本発明の実施に用いることのできるデンプンには、高ゲル強度デンプンを生成する、また
は生成させることができる任意の植物種、例えばジャガイモ、タピオカ、またはサゴ由来
のものがある。高ゲル強度デンプンはいったん化工されるとゲルを形成する能力は失われ
ることになるが、塗布剤はまだ紙の表面に留まり、フィルム特性を改良することになる網
目を形成することができる。
【００２０】
本発明により用いられるデンプンは、当業界で周知の任意の手段により分解することがで
きる。特に好適なデンプンは、酸化的加水分解、酸加水分解、酵素転化、熱および／また
は酸デキストリン化、あるいはその組み合わせにより調製された流動性または低粘性変性
デンプンを含む転化生成物であり、また同様にそのブレンド物から作られた生成物である
。特に好適な転化生成物は酸化または酸転化により調製されたものである。
【００２１】
工業的な実施においては通常、デンプンは酸または酵素による転化技術により転化される
。顆粒状デンプンを分解するための一つの工業化されている方法は、アルカリ性のスラリ
ー中で過酸化水素と過マンガン酸カリウムなどのマンガン塩触媒を使用するプロセスを含
む。
【００２２】
酸処理による転化デンプンの調製においては顆粒状のデンプンベースを、硫酸または塩酸
などの酸の存在下、デンプンの糊化点未満の温度で必要な粘度まで加水分解する。デンプ
ンを水でスラリー化し、ついで酸を通常は濃縮された形で加える。一般に反応は８～１６
時間にわたって起こる。その後、酸をアルカリで中和（例えばｐＨ５．５に）し、デンプ
ンを濾過により回収する。
【００２３】
別法では、転化デンプンを当業界で周知のように酵素処理により調製することもできる。
例えば、顆粒状のデンプンベースを水でスラリー化し、アルカリまたは酸でｐＨを約５．
６～５．７に調整する。ついで少量のα－アミラーゼ酵素（例えばデンプンの約０．０２
％）をスラリーに加え、デンプンの糊化点を超える温度まで加熱する。所望の転化に到達
したら酸でｐＨを調整（例えば約２．０に）して酵素を不活性にし、分散液をこのｐＨに
少なくとも１０分間保つ。その後、ｐＨを再調整してもよい。通常は得られた転化デンプ
ンをジェット蒸煮してデンプンの完全可溶化および残留酵素の不活性化を確かなものにす
る。酵素の種類と濃度、転化条件、および転化時間の全てが得られる生成物の組成に寄与
する。あるいは、別の酵素または酵素の組み合わせを用いることもできる。
【００２４】
過酸化水素もまた、転化（低粘性化）剤として単独または金属触媒と共にデンプンに使用
することができる。米国特許第３，６５５，６４４号には、誘導体化されたデンプンを過
酸化水素および銅イオン触媒を用いて希釈する方法が開示されている。米国特許第３，９
７５，２０６号には、酸性ｐＨで過酸化水素を鉄、コバルト、銅、またはクロームなどの
重金属塩の触媒と組み合わせて使用してデンプンを低粘性化する改良された方法が開示さ
れている。この特許にはさらに、さまざまな条件下で過酸化水素を用いてデンプンを分解
（低粘性化）することを目的とする複数の参考文献が列挙されている。米国特許第４，８
３８，９４４号には、ｐＨ１１．０～１２．５の水性スラリー中で過酸化水素および触媒
量のマンガン塩、好ましくは過マンガン酸カリウムを用いて顆粒状デンプンを分解する方
法が開示されている。米国特許第５，８３３，７５５号には、デンプンの糊化温度未満の
温度で過酸化水素を用いて顆粒状デンプンを分解する方法が開示されており、それはｐＨ
１１．０～１２．５の顆粒状デンプンの水性スラリーを準備するステップと、水性スラリ
ーに有効触媒量の金属錯体触媒を加えるステップと、水性スラリーに有効量の過酸化水素
を加えて顆粒状デンプンを分解するステップとを含む。
【００２５】
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疎水性のデンプン誘導体の調製は、当業界で周知の手順により行なうことができる。その
ような方法の一つが米国特許第２，６６１，３４９号に開示されており、コハク酸デンプ
ンアルキルまたはアルケニルなどの疎水性のデンプン誘導体が記述されている。米国特許
第２，６６１，３４９号特許には、酸無水物試薬とデンプンとを水に懸濁しアルカリ性条
件下で混合する、標準的なエステル化反応を用いてそのような誘導体を調製する水性の方
法が記述されている。疎水性のデンプン誘導体を調製するための別の方法が米国特許第５
，６７２，６９９号に開示されている。この特許には、アルカリ性の反応条件に持って行
く前にデンプンと酸無水物の試薬を低ｐＨで予備分散または密着させる、反応効率を改良
した疎水性のデンプン誘導体の調製方法が記述されている。デンプン誘導体とその調製方
法に関する別の開示を、Ｒ．Ｌ．Ｗｈｉｓｔｌｅｒ等編の「Ｓｔａｒｃｈ：Ｃｈｅｍｉｓ
ｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ」ｓｅｃｏｎｄ　ｅｄｉｔｉｏｎ，１９８８，ｐ
ｐ．３４１～３４３、およびＯ．Ｗｕｒｚｂｕｒｇ編の「Ｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ｓｔａｒｃ
ｈｅｓ：Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ａｎｄ　Ｕｓｅｓ」１９８６，Ｃｈａｐｔｅｒ　９，ｐ
ｐ．１３１～１４７に見出すことができる。
【００２６】
化工した高ゲル強度デンプンは、炭化水素の置換基およびデンプン自体によりもたらされ
るバリヤーまたはフィルム形成特性を妨害しない限り、さらに化工または誘導体化を行な
って炭化水素鎖に加えて別の基を含有することもできる。通常これらの化工は、疎水また
は炭化水素基で化工する前に遂行または施される。このようなデンプンには、例えば酸お
よび／または熱の加水分解作用により調製したデキストリン；酵素転化、触媒転化、また
は穏やかな酸加水分解により調製した流動性または低粘性変性デンプン；次亜塩素酸ナト
リウムなどの酸化剤で処理することにより調製した酸化デンプン；ならびにカチオン、ア
ニオン、両性、非イオン、および架橋デンプンなどの誘導体化または化工デンプンなど前
者ベースのいずれかから誘導された転化生成物がある。
【００２７】
本発明の実施において好適なデンプンは、水流動度（ＷＦ）約４０～８０、具体的には約
４５～７５、より具体的には約５５～６５まで転化される。本明細書で用いられる水流動
度は０～９０のスケールで測定される粘度の経験的試験であって、流動度は粘度に反比例
する。デンプンの水流動度は一般にＴｈｏｍａｓ　Ｒｏｔａｔｉｏｎａｌ　Ｓｈｅａｒ－
ｔｙｐｅ　Ｖｉｓｃｏｍｅｔｅｒ（Ａｒｔｈｕｒ　Ａ．Ｔｈｏｍａｓ　Ｃｏ．，Ｐｈｉｌ
ａｄｅｌｐｈｉａ，ＰＡから市販されている）を用いて測定され、１００回転するのに２
３．１２±０．０５秒を要する粘度２４．７３ｃｐｓの標準オイルにより３０℃で標準化
されている。水流動度の正確で再現可能な測定値は、デンプンの転化の度合いに応じて異
なる固体段階で１００回転に対する所要時間を決めることにより得られ、転化が高まるに
従って粘度は低下し、ＷＦ値は増加する。粘度を必要とするため水中の配合物濃度は、固
形物が約２～２５質量％、好ましくは約５～１５質量％、より好ましくは約７～１２質量
％である。
【００２８】
本発明の塗布および表面サイズ組成物は、あらゆる種類のセルロース系およびセルロース
系と非セルロース系繊維との組み合わせの両者から調製された紙および厚紙の塗布および
サイジングにうまく利用することができる。セルロース系と、ポリアミド、ポリエステル
、およびポリアクリル樹脂繊維などの合成繊維、ならびに石綿およびガラスなどの鉱物繊
維に由来する非セルロース系材料との組み合わせから調製されたシート様のかたまりおよ
び成型製品もまた含まれる。使用することができる硬木または軟木セルロース繊維には、
漂白および未漂白ソーダパルプ、中性亜硫酸パルプ、セミケミカルパルプ、砕木パルプ、
ケミ砕木パルプ、およびこれら繊維の任意の組み合わせが含まれる。加えてビスコースレ
ーヨンまたは再生セルロース系タイプの合成セルロース繊維、ならびにさまざまな供給源
由来の再生処理した古紙もまた使用することができる。
【００２９】
デンプンの塗布剤またはサイズ分散液は、予め調製した紙または厚紙のウェブに、任意の
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従来の塗布および表面サイジング技術により塗布される。これらの技術にはサイズプレス
、タブ、ゲートロールとスプレー塗布器、およびスプレーを伴うカレンダーサイジング工
程があるがこれには限定されない。好ましくはサイズプレスである。したがって、例えば
、サイズプレス技術において表面サイジングは、下段ロールが１バッチ分のサイジング用
分散液中で回転している１対のロールの間を紙ウェブが通過することにより達成される。
このロールの表面がサイズ剤をすくい上げ、ウェブの下面に付着させる。所望によりまた
、塗布またはサイジングは、ウェブと上段ロールの間に形成されるニップ中にサイズ剤を
ポンプで注ぎ込むことにより、あるいは上段ロールの表面にスプレーし、プレスに入るに
つれてそれをウェブの上面に堆積させることによりウェブの上面に塗布することもできる
。例えば、デンプン組成物をノズルを介してポンプで汲み上げ、噴霧化し、それを均一に
シートまたはウェブに適用することによりスプレーを行なうことができる。機械的作用に
より噴霧化または飛沫化する手段もまた使用することができる。ついで塗布またはサイジ
ングされたウェブは、現場技術者により選択された任意の通常の乾燥操作により乾燥され
、水分を本質的に全て除去される。
【００３０】
あらゆる種類の充填剤、顔料、染料、およびレオロジー調節剤を、通常の方法で塗布また
はサイジングされる紙製品に加えてもよい。このような材料にはクレー、タルク、二酸化
チタン、炭酸カルシウム、硫酸カルシウム、および珪藻土がある。通常、約２５質量％ま
での有効添加量を用いることができる。
【００３１】
本発明のデンプンは通常、乾燥量基準で約０．２５～１５．０質量％、好ましくは完成乾
燥紙の質量を基準にして約０．５～５質量％の範囲の塗膜をもたらす量で使用される。こ
の範囲内で使用される正確な量は、大部分が使われているパルプの種類、固有の操作条件
、ならびにその紙にとって望ましい個々の最終用途に左右されることになる。バリヤー特
性、すなわち耐油および耐グリース性を増すことを望む場合は多層塗膜を適用することが
できる。
塗布および表面サイジング剤としてこのデンプンを用いることにより、耐水性の改良、気
孔率の低下、および耐油性の向上を特徴とする紙がもたらされる。
【００３２】
　更なる態様には下記のようなものがある。
１．約４０質量％未満のアミロース含量を有する疎水性に化工したデンプンを含む塗膜を
備えた耐油および耐グリース性の紙製品であって、そのベースの流動性デンプンが約７７
．５ｇ／ｃｍ2（５００ｇ／ｉｎ2）を超えるゲル強度を有する紙製品。
２．変性したデンプンが、
　　式
【化７】

（式中、Ｓｔは約４０％未満のアミロース含量を有するデンプン、Ｒはジメチレンまたは
トリメチレン、Ｒ’は６～１８個の炭素原子の炭化水素基、ＹはＨ、アルカリ金属、アル
カリ土類金属、またはアンモニウム）を有する態様１の製品。
３．デンプンの乾燥質量を基準にして約１～５質量％の基
【化８】
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がデンプンと結合している態様２の製品。
【００３３】
４．Ｒがジメチレンであり、Ｒ’が８～１２個の炭素原子の炭化水素である態様３の製品
。
５．デンプンが約３０％未満のアミロース含量を有する態様４の製品。
６．Ｒ’がアルキルまたはアルケニル基である態様５の製品。
７．組成物が、約２～３質量％の結合Ｒ’基を含有する態様６の製品。
８．デンプンがタピオカである態様１の製品。
９．デンプンがサゴである態様１の製品。
１０．食品容器である態様１の製品。
【００３４】
　１１．ａ）約４０質量％未満のアミロース含量を有する疎水性に化工したデンプンを含
む塗布用組成物であって、化工前の流動性デンプンが約７７．５ｇ／ｃｍ2（５００ｇ／
ｉｎ2）を超えるゲル強度を有する組成物を準備すること、ｂ）紙支持体に塗布用組成物
を塗布すること、およびｃ）塗布された支持体を乾燥すること、を含む、すぐれたバリヤ
ー特性を有する塗布された紙製品を調製する方法。
１２．化工したデンプンが、式
【化９】

（式中、Ｓｔは約４０％未満のアミロース含量を有するデンプン、Ｒはジメチレンまたは
トリメチレン、Ｒ’は６～１８個の炭素原子の炭化水素基、ＹはＨ、アルカリ金属、アル
カリ土類金属、またはアンモニウム）を有する態様１１の方法。
【００３５】
１３．塗布用組成物が、約２～約２５質量％の全固形分を有する水溶液である態様１１の
方法。
１４．塗布用組成物が、約５～約１５質量％の全固形分を有する水溶液である態様１３の
方法。
１５．塗布用組成物が、約７～約１２質量％の全固形分を有する水溶液である態様１４の
方法。
１６．デンプンがタピオカである態様１１の方法。
１７．デンプンがサゴである態様１１の方法。
【００３６】
下記の非限定的実施例は、さらに本発明を例示し説明する役割を果たすものである。実施
例において全ての部および百分率は質量が基準であり、全ての温度は別に注記しない場合
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は摂氏である。
【００３７】
【実施例】
下記の試験は実施例を通して用いられる。
「水流動度」
水流動度は、Ｔｈｏｍａｓ　Ｒｏｔａｔｉｏｎａｌ　Ｓｈｅａｒ－ｔｙｐｅ　Ｖｉｓｃｏ
ｍｅｔｅｒ（Ａｒｔｈｕｒ　Ｈ．Ｔｈｏｍａｓ，Ｃｏ．，Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，Ｐ
Ａ，ＵＳＡから市販されている）を用いて測定され、１００回転するのに２３．１２±０
．０５秒を要する粘度２４．７３ｃｐｓの標準オイルにより３０℃で標準化されている。
水流動度の正確で再現可能な測定値は、デンプンの転化の度合いに応じて異なる固体段階
で１００回転に対する所要時間を決めることにより得られた（転化が高まるに従って粘度
は低下する）。使用された手順には、蓋付きの銅製カップ中で所要量のデンプン（例えば
乾燥量基準で６．１６ｇ）を蒸留水１００ｍｌに溶かしてスラリーにすること、およびそ
のスラリーを時々撹拌しながら沸騰水浴中で３０分間加熱することが含まれる。ついで、
デンプンの分散液を蒸留水により最終質量（例えば１０７ｇ）とした。得られた分散液を
８１～８３℃で１００回転させるための所要時間を記録し、表１の定義に従って水流動度
数に変換した。
【００３８】
【表１】
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【００３９】
「テクスチャー分析計を用いたゲル強度」
ゲル強度は、Ｔｅｘｔｕｒｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒ社から市販されているテクスチャー分析
計ＴＡ－ＸＴ２型を用いて測定した。無水デンプン２０ｇを脱イオン水と混ぜて所望の固
形物パーセントのデンプンスラリーを得た。粘稠になるまでデンプンを懸濁状態に保つた
めに撹拌しながらスラリーを沸騰水浴中で２０分間煮沸し、ついで撹拌を止め、蓋をした
。煮沸したデンプンをチューブに注入し、蓋をし、一晩室温まで冷却させて高さ約１６ｍ
ｍ、直径約２５ｍｍのゲルを得た。
【００４０】
デンプンのゲルをチューブから取り出した。ゲルの高さおよび直径を測定し、テクスチャ
ー分析計に入れた。２滴のシリコンオイル、ついでゲルをテクスチャー分析計の試験プレ
ート上に置いた。追加の２滴のシリコンオイルをゲルの上部に置き、下記のパラメータを
用いて試験を行なった。
【００４１】
モード：力／圧縮
オプション：原点復帰
前スピード：５．０ｍｍ／秒
スピード：０．８ｍｍ／秒
後スピード：５．０ｍｍ／秒
力：適用せず
距離：１０．０ｍｍ
時間：適用せず
カウント：適用せず
トリガー：０．０５Ｎ
ＰＰＳ：２００．００
プローブ：Ｐ５０　直径５０ｍｍ、アルミニウムシリンダー
【００４２】
実施例１
酸転化によるサゴ流動性デンプンの調製：
天然のサゴデンプン５００ｇを水７５０ｍｌ中でスラリーにし、常時撹拌を伴う熱水浴中
に置いた。温度を約５０℃に上げ、そのまま維持した。混合しながら塩酸２．０ｇ（デン
プンの０．４質量％）を加えた。１６時間後、苛性溶液でｐＨを５．５に調整した。デン
プンを濾過、洗浄、乾燥した。得られたサゴデンプンはＷＦ４３であった。
異なる水流動度を有する流動性サゴデンプンはＨＣｌの量を変えることにより得ることが
できる。
【００４３】
実施例２
過マンガン酸塩／過酸化物転化によるサゴ流動性デンプンの製造：
天然のサゴデンプン１０００ｇを水１５００ｍｌ中でスラリーにした。３％溶液としたＮ
ａＯＨ０．８％（デンプンを基準にして）をスラリーにゆっくり加え、ついで２％溶液と
したＫＭｎＯ4０．００５％（デンプンを基準にして）を加えた。１５分間混合した後、
含有率３０％の過酸化水素２．０％（デンプンを基準にして）を加えた。１１を超えるｐ
Ｈに保ちながら４０℃で約３時間、ＫＩ試験で負になるまで反応を持続させた。反応が終
わった後、スラリーを水：ＨＣｌ（３：１）でｐＨ＝５．５に中和し、濾過し、洗浄し、
空気乾燥した。試料はＷＦ６３であった。
【００４４】
実施例３
いろいろなデンプンベースのゲル強度および水流動度：
異なる水流動度の流動性デンプンを、実施例１の手順を用いてサゴ、トウモロコシ、タピ
オカ、およびジャガイモのベースで、転化に用いるＨＣｌの量を変えて調製した。これら
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デンプンのゲル強度を、テクスチャー分析計を用いて試験した。表２に固形物１０％にお
けるゲル強度を示す。
【００４５】
【表２】

【００４６】
実施例４
タピオカデンプンの疎水性化工：
オクテニルコハク酸無水物で処理したタピオカ流動性デンプンを下記のように調製した。
流動性タピオカ（ＷＦ＝５７）５００ｇを水７５０ｍｌ中でスラリーにした。３％水酸化
ナトリウムを用いてｐＨを７．５に調整した。３％水酸化ナトリウムと常時撹拌とを用い
てｐＨを７．５に維持しながら、オクテニルコハク酸無水物（ＯＳＡ）１５ｇを、３０分
ごとに３分の１刻みで加えた。ついでデンプンを濾過し、７５０ｍｌの水で洗浄した。つ
いでデンプンを水５００ｍｌ中で再スラリー化し、３：１の塩酸でｐＨを５．５に調整し
た。ついでデンプンを濾過し、７５０ｍｌの水で洗浄し、空気乾燥した。
【００４７】
実施例５
塗布方法：
水に濃度１０質量％で分散させた温度６５℃のデンプン組成物を、Ｅｕｃｌｉｄ　Ｔｏｏ
ｌ　ａｎｄ　Ｍａｃｈｉｎｅ社により製造された改良型ＥＴＭ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ　Ｌａｂ　Ｃｏａｔｅｒを用いて紙に塗布した。使用した塗布技術は一般に計量
型サイズ塗布プレスまたは転写サイズプレスとして知られており、デンプン分散液の「フ
ィルム」が２本の反対方向に回転するロールに塗布される。紙はその２本のロールの間を
通過し、そこでデンプンのフィルムが台紙の接着基面に転写される。塗布後、紙をＯｍｅ
ｇａ／Ａｒｋａｙ写真用ドラム乾燥機で乾燥した。紙への塗布質量は、未処理紙と処理紙
の間の質量差により決定した。得られた紙試料は下記の試験法を用いて物性が試験された
。
【００４８】
ガーレイ気孔率：
低圧ガーレイ密度試験（１１／９２現在のＴＡＰＰＩ標準Ｔ４６０）。この試験は、５乃
至１８００秒のうちにガーレイデンシトメーターのオリフィスを覆っている紙の断面を通
って１００ｃｃの空気の通過を可能にする紙の気密度を測定する。開口部６．４５ｃｍ2

（１平方インチ）当たりの空気１００ｃｃ当たりの秒数として記録される場合、この試験
の結果は一般にガーレイ秒と呼ばれる。
【００４９】
ＴＡＰＰＩ　ＵＭ－５５７：
この試験すなわち「３Ｍキット」は、油性物質の貫通および浸透（ウィッキング）に耐え
る処理紙の能力に及ぼす粘度および極性の効果を試験するために用いられる。
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各試料について５枚のシートを試験し、平均を表３に記録した。表３は、ゲル強度、耐油
性、およびガーレイ気孔率の間の相関関係を示す。
【００５０】
【表３】

【００５１】
当業者には明らかなように、本発明の多くの修正および変形例をその精神および範囲から
逸脱することなく実施することができる。本明細書に記述した特定の態様は一例としての
み提供され、本発明は添付の特許請求の範囲の語句ならびにそのような特許請求の範囲が
権利として与えられている相当語句の全範囲によってのみ制約される。
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